
平成１７年７月４日

お 知 ら せ

梅雨前線が活発化し まとまった雨が降り 水不足解消へ！

高梁川水系・旭川水系のダム貯水量が 約２６００～３５００万㎥ 増加しています。

高梁川の取水制限 解除！

岡山河川事務所の渇水対策支部を本日の渇水調整会議後に 解散します。

梅雨前線の活動により 日９時現在 １日の降り始めからの合計降水量 流、 、 （４

１６２ １１７ １２０域平均）は、高梁川流域 ｍｍ、旭川流域 ｍｍ、吉井川流域

ｍｍとなりました。

このため、７月 日９時現在、１日９時と比べて高梁川水系主要５ダムで約４

万㌧、旭川水系主要２ダムで約 万㌧、吉井川水系主要５ダム３５１０ ２６７０

４８０ ７１ ６２堰で約 万㌧貯水量が増えて、貯水率は高梁川水系 ％、旭川水系

％、吉井川水系 ％まで回復しました。８３

既に高梁川水系では、７月１日からの上水１０％・工水１０％・農水３０％

、 。の取水制限を２日１２時より一時解除中でしたが これを全面解除としました

、 、これに伴い １日９時から設置中の岡山河川事務所渇水対策支部についても

本日４日の高梁川渇水調整会議の開催後に解散にします。 なお、７日に予定

していた第２回旭川渇水調整会議の開催については、予定どおり開催します。

これから水の使用量が多くなる夏本番を迎えること、少雨傾向が続き高梁川

の主要５ダムの合計貯水量は同時期の過去１０ヶ年平均貯水率より約１２％低

いこと、また国体などビックイベントを控えていることから、引き続き水の管

理に十分な配慮をなされ、限りある水資源を大切に使用されるようお願いしま

す。
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